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１ 　 総合戦略策定の趣旨

国では、 人口減少・ 超高齢化と いう 日本が直面する 大き な課題に対し 、 地域がそれぞれの特徴

を 活かし 、 持続可能な 社会を 創生する ため、 平成 2 6 年に「 ま ち ・ ひと ・ し ご と 創生総合戦略」

を 閣議決定し まし た。

東金市では、 こ のよ う な国の方針を 受け、 人々が安心し て生活を 営み、 子ど も を 生み育てら れ

る 社会環境を つく り 出すこ と で、「 し ごと 」 が「 ひと 」 を 呼び、「 ひと 」 が「 し ごと 」 を 呼び込む

好循環を 作り 出すこ と で、「 ま ち 」 に活力を 取り 戻し 、 人口減少に歯止めを かける こ と を 目的に、

地方版の総合戦略と し て「 東金市　 まち・ ひと ・ し ごと 総合戦略」 を 平成 2 7 年に策定し まし た。

２ 　 総合計画における位置付け

「 ま ち ・ ひと ・ し ご と 創生総合戦略」 は、 市の最上位計画で ある 総合計画の中のま ち ・ ひと ・

し ごと 創生に資する 施策や事業を 総合戦略事業と し て位置付け、 総合戦略独自の指標である 「 重

要業績評価指標（ KPI）」 を も っ て、 実施する も のです。

総合戦略は、 平成 2 7 年の策定時には個別計画と し て策定し ま し たが、 戦略の方針や事業計画

など 整合性を 図っ ていく 必要がある ため、 第４ 次総合計画の策定に合わせ、 基本計画において示

すも のです。

３ 　 基本目標と 施策

本市の目指すべき 将来像で ある「 豊かな自然と 伝統を 守り 　 未来へ続く M y City 東金」 を 実

現する ための戦略的展開に向けたキーワード を 踏ま え、 次の５ 本柱から なる 基本目標を 設定し ま

す。

（ １ ） げんき づく り  　 fo r V ita liza tio n　 ～魅力ある まち を Ｐ Ｒ し て人を 呼び込む～

（ ２ ） みら いづく り  　 fo r N ext G ene ra tio n　 ～子育てのし やすい環境を 整える ～

（ ３ ） まち づく り 　  　 fo r Co m fo rta b le  C ity　 ～住みやすいま ち を つく る ～

（ ４ ） し ごと づく り  　 fo r Jo b  Crea tio n　 ～地域に雇用を 創出し 働き やすい環境を 整える ～

（ ５ ） き ずなづく り  　 fo r Frie nd sh ip 　 ～地域間の連携を 目指し て～
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５ つの基本目標に対する 施策を 以下のよ う に定めます。

まち・ ひと ・ し ごと 創

生総合戦略の基本目標
施策

（ １ ） げんき づく り

fo r V ita liza tio n

～魅力ある まち を Ｐ Ｒ し て人を

呼び込む～

１ 　 学園のまち の特色を 生かし 、 市民と 大学等教育機関が連携し 、

まち を 活性化する 。

２ 　 首都圏の近郊に位置する 便利な立地特性を 活かし 、 人が訪れた

く なるよ う な魅力を Ｐ Ｒ する 。

３ 　 地域の魅力を 高め、 地域力を 底上げし て、 まちを 明る く 元気に

する 。

（ ２ ） みら いづく り

fo r N ext G ene ra tio n

～子育てのし やすい環境を 整え

る ～

１ 　 安全面や経済面から 子育て世帯を 支援する。

２ 　 出会いから 子育てまで切れ目なく 支援する。

３ 　 教育・ 保育の現場と 地域・ 家庭が一体と なっ て子ども を 育てる 。

４ 　 働き ながら 生み育てやすい環境を つく る 。

（ ３ ） まち づく り

fo r Co m fo rtab le  City

～住みやすいまち を つく る ～

１ 　 時代の変化に適応し た安全で便利なまち にする。

２ 　 市民や来訪者など多様な人が集まる 拠点や魅力スポッ ト を つく

る。

３ 　 市と 市民が協働し て安心し て住み続けら れる まち を つく る。

４ 　 快適な住まいの場を 提供し 、 新たな定住者を 迎え入れる 。

（ ４ ） し ごと づく り

fo r Jo b  Crea tio n

～地域に雇用を 創出し 働き やす

い環境を 整える ～

１ 　 豊かな地域資源の活用や新技術の導入により 、 時代が求める 産

業を 地域から 生み出す。

２ 　 人の流れを 促し 雇用を 創出する新たな産業の導入・ 育成を 図る 。

３ 　 多様な選択肢が可能と なるよ う な生活と 仕事の両立に向けた取

組みを 進める 。

４ 　 ニーズが高い健康・ 福祉部門を 充実さ せながら 雇用を 創出する 。

（ ５ ） き ずなづく り

fo r Friend sh ip

～地域間の連携を 目指し て～

１ 　 と も に生活する地域がひと つになり 、 水準を 落と さ ずに効率的

に運営する。

２ 　 便利で快適、 安心・ 安全な暮ら し を 確保する 地域のつながり と

絆を 深める。

参考資料①
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４ 　 実施計画事業

げんき づく り 　 fo r V ita l iza tio n１

～魅力あるまちをＰ Ｒ し て人を呼び込む～

将来にわたっ てま ち の活力を 維持する ためには、 東金市民が愛着を も っ て住み続け、 また東金

市に魅力を 感じ 、 新たに住んでみたいと 思う 人を 増やし ていく こ と が重要です。

　 そのため、“魅力あるまちをＰ Ｒ し て人を 呼び込む ”を スローガンに掲げ３ つの施策を推進し ます。

基本
目標

数値目標 基準値 目標値

東金市に「 わたし のまち（ M y City）」 と

いっ た愛着を 感じ ている市民の割合
6 3 .9 ％（ Ｒ １ ） 7 0 ％（ Ｒ ７ ）

学園のまちの特色を生かし 、 市民と 大学等教育機関が連携し 、 まちを
活性化する。

東金市と 城西国際大学は、 平成 2 5 年に包括連携協定を 締結し 、 様々な分野で連携を はかっ て

おり 、 今後更に「 げんき づく り 」 のための活力と なり える 大学生を 中心と し た連携や、 情報発信

を 進めていき ま す。 また、 市内には、 ３ つの高等学校や農業大学校、 高等技術専門校、 特別支援

学校なども 存在し ており 、 こ れら の特色ある 学校の技術や若い力を「 げんき づく り 」 に活用でき

る 取組みも 進めていき ます。

施策

1

総合戦略事業

生涯学習講座事業 1 2 0 ページ

数値目標 基準値 目標値

大学等と 連携し たイ ベン ト の参加人数 3 ,2 3 3 人（ Ｒ １ ） 4 ,0 0 0 人（ Ｒ ７ ）

活気ある 街だと 思う 市民の割合 ―％（ Ｈ 3 1 ） 6 0 ％（ Ｒ ７ ）26.2％（R1）
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首都圏の近郊に位置する便利な立地特性を活かし 、 人が訪れたく なる
よう な魅力をＰ Ｒ する。

東金市の位置的条件や道路交通網の利便性を 「 強み」 と し て打ち出し 、 また自然・ 歴史・ 文化・

産業などの情報を 効果的に発信し 、 交流人口、 関係人口、 移住人口の増加に努めます。

施策

2

総合戦略事業

観光Ｐ Ｒ 事業  7 3 ページ

広報事業 1 3 8 ページ

数値目標 基準値 目標値

観光入込客数 1 ,3 3 0 ,0 0 0 人（ Ｒ １ ） 1 ,5 0 0 ,0 0 0 人（ Ｒ ７ ）

市ホームページの年間アク セス件数 4 0 0 ,0 0 0 件（ Ｒ ２ ） 4 2 0 ,0 0 0 件（ Ｒ ７ ）

　

地域の魅力を高め、 地域力を底上げし て、 まちを明るく 元気にする。

定住人口の減少に歯止めを かける には、 市外から の人の呼び込みのほかに、 本市に住んでいる

人が、 将来にわたっ て住み続ける こ と が重要と 考えます。 ま た経済面でのげんき づく り や、 地域

の活性化についても 推進し ていき ます。

施策

3

総合戦略事業

公民館主催事業 1 2 0 ページ

地区公民館のコ ミ ュ ニティ センタ ーへの転換の推進 1 4 1 ページ

数値目標 基準値 目標値

区（ 自治会） の加入率 6 3 .2 8 ％（ Ｒ ２ ） 7 0 ％（ Ｒ ７ ）

中央公民館利用団体者数 5 8 団体（ Ｒ １ ） 6 7 団体（ Ｒ ７ ）

地区公民館利用団体者数 1 3 2 団体（ Ｒ １ ） 1 3 6 団体（ Ｒ ７ ）
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みら いづく り 　 fo r N ext G enera tio n2

～子育てのし やすい環境を整える～

人口減少社会の一つの要因と し て女性の社会進出などによる 晩婚化・ 晩産化が考えら れます。

2 0 1 8 年の厚生労働省の調査では、 女性の初婚年齢は、 2 9 .4 歳で、 1 9 9 5 年の同調査は 2 6 .3 歳

でし たので、 こ の約 2 0 年間に晩婚化が進んだ状況が伺えます。

　 そのため、 “子育てのし やすい環境を 整える ” を スロ ーガン に掲げ、 以下の４ つの施策を 推進し

ます。

基本
目標

数値目標 基準値 目標値

こ の地域でこ の今後も 子育てを し て いき

たいと 思う 親の割合
9 0 .5 ％（ Ｒ ２ ） 9 3 ％（ Ｒ ７ ）

安全面や経済面から 子育て世帯を支援する。

安全で安心し て子育てができ 、 また家庭の経済的な事情に左右さ れず、 誰も が出産・ 子育ての

希望を 叶えら れる ための必要な支援を 行います。

施策

1

総合戦略事業

子ども 医療費扶助事業 5 1 ページ

児童館運営事業 5 1 ページ

放課後児童健全育成事業 5 2 ページ

保育所・ 認定こ ども 園運営事業 5 5 ページ

数値目標 基準値 目標値

待機児童の解消 1 4 人（ Ｒ ２ ） ０ 人（ Ｒ ７ ）

学童ク ラ ブ入所待機児童数 ５ 人（ Ｒ ２ ） ０ 人（ Ｒ ７ ）

（R1）
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出会いから 子育てまで切れ目なく 支援する。

人口減少の流れに歯止めを かける ためには、 転入転出によ る 社会増減の改善に加え、 自然増減

の改善も 重要です。 そのため、 出会いから 結婚・ 出産・ 子育てま で切れ目なく 支援し 、 よ り 多く

の方が結婚・ 出産の希望を 叶え、 子ど も を 生み育てら れる 取組みを 行います。

施策

2

総合戦略事業

母子健康診査事業 5 2 ページ

母子健康相談・ 教育事業 5 2 ページ

母子包括支援事業 5 1 ページ

東金市子ども ・ 子育て支援事業計画の推進 5 1 ページ

数値目標 基準値 目標値

地域子ど も ・ 子育て支援事業の実施状況 ― （ Ｒ ２ ） ９ 事業（ Ｒ ７ ）

産後に助産師や保健師等から のケア を 受

けるこ と ができ た者の割合
8 6 .3 ％（ Ｒ ２ ） 9 0 ％（ Ｒ ７ ）

 

教育・ 保育の現場と 地域・ 家庭が一体と なっ て子ども を育てる。

全ての親が子育てに関する 悩みや不安の解消を 図り 子育てができ る よ う 、 保育や教育の現場と

地域や家庭が連携し て、 それら の不安の解消に努め、 子ど も たち の明る い未来や希望を も っ て子

育てができ る 環境づく り を 進めます。

施策

3

総合戦略事業

利用者支援事業（ 基本型・ 母子保健型）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 5 1 ページ

教育資源等の活用事業　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  6 1 ページ

放課後子ども 教室推進事業　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  6 1 ページ

数値目標 基準値 目標値

放課後子ども 教室に参加する 児童の割合 3 4 ％（ Ｒ １ ） 5 0 ％（ Ｒ ７ ）

長欠児童生徒数 1 2 8 人（ Ｒ ２ ） 6 8 人（ Ｒ ７ ）

5事業

（R1）
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働きながら 生み育てやすい環境をつく る。

女性の社会進出が進む中で、 子育てを し ながら 働き やすいまち づく り は、 少子化対策と し て重

要であり 、 将来にわたっ て持続可能な社会を つく る上でも 有効です。

よ っ て、 子育てし ながら 働く こ と ができ る 働き 方改革を 促進する など、 安心し て子ど も を 生み

育てながら 働き 続けら れる 環境づく り を 進めます。

施策

4

総合戦略事業

幼保再編事業　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  5 5 ページ

母子健康相談・ 教育事業　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  5 2 ページ

数値目標 基準値 目標値

公立認定こ ども 園に転換し た施設 １ 施設（ Ｒ ２ ） ３ 施設（ Ｒ ７ ）

民間移行によ り 開園し た認定こ ども 園 なし （ Ｒ １ ） １ 施設（ Ｒ ７ ）
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まちづく り 　 fo r Co m fo rtab le  City3

～住みやすいまちをつく る～

　 活力ある まち であり 続けるためには、 市外から の人の呼び込みを 促進し ていく こ と はも と よ り 、

現在東金市に暮ら し ている 人が暮ら し やすいと 感じ ら れる こ と が肝要です。

　 そのためには、 ソ フ ト 的な取組みのほか、 道路交通網など都市基盤の整備も 重要であり 、 “ 住み

やすいまち を つく る ”を スロ ーガン に掲げ、 以下の４ つの施策を 推進し ます。

基本
目標

数値目標 基準値 目標値

東金市に「 住み続けたい」 と 感じ ている

市民の割合
5 9 .5 ％（ Ｒ １ ） 7 0 ％（ Ｒ ７ ）

時代の変化に適応し た安全で便利なまちにする。

今後の人口構造の推移を 見据え、 高齢者等に配慮し た公共交通の利便性の向上や公共施設バリ

アフ リ ー化の更なる推進が重要です。

また、 本市に甚大な被害を も たら し た東日本大震災や令和元年台風 1 5 号など の災害を 教訓と

し た防災体制の再構築など市民を 守る 取組みの充実を 図り ます。

施策

1

総合戦略事業

歩道整備事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8 2 ページ

総合交通計画推進事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8 6 ページ

デマン ド タ ク シー運行事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8 6 ページ

バス路線確保対策事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8 6 ページ

乗り 継ぎ拠点整備事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8 6 ページ

自主防災組織育成事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  1 1 4 ページ

数値目標 基準値 目標値

市内循環バス 合計年間利用者数（ 福岡・

豊成路線合計）
1 5 ,4 8 9 人（ Ｒ １ ） 1 8 ,5 8 8 人（ Ｒ ７ ）

東金市乗合タ ク シー年間利用者数 1 2 ,2 2 5 人（ Ｒ １ ） 1 4 ,6 7 0 人（ Ｒ ７ ）

自主防災組織設立数 3 6 団体（ Ｒ ２ ） 4 1 件（ Ｒ ７ ）

62.7％
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市民や来訪者など多様な人が集まる拠点や魅力スポッ ト をつく る。

本市が今まで以上に賑わい、 活力のある まち と なる ため、 県内有数の道の駅と なっ た「 みのり

の郷東金」 の更なる レ ベルアッ プ や、 既存の観光施設に加え、 本市の誇り ある 歴史・ 文化芸能・

スポーツなどの資源の掘り 起こ し と 活用により 地域の魅力を 発信し ます。

施策

2

総合戦略事業

みのり の郷東金管理運営委託事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 8 ページ

みのり の郷東金発展事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 8 ページ

観光Ｐ Ｒ 事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7 3 ページ

文化財保護事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  1 2 3 ページ

スポーツ 教室・ イ ベン ト 実施事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  1 2 5 ページ

数値目標 基準値 目標値

観光入込客数 1 ,3 3 0 ,0 0 0 人（ Ｒ １ ） 1 ,5 0 0 ,0 0 0 人（ Ｒ ７ ）

みのり の郷東金利用者数 3 2 3 ,0 0 0 人（ Ｒ １ ） 3 5 5 ,0 0 0 人（ Ｒ ７ ）

東金市デジタ ル歴史館アク セス累計数 1 0 4 ,0 0 0 アク セス（ Ｒ ２ ） 3 0 4 ,0 0 0 アク セス（ Ｒ ７ ）

東金アリ ーナ外３ スポーツ施設の利用者数 2 3 6 ,3 7 8 人（ Ｒ １ ） 2 8 0 ,0 0 0 人（ Ｒ ７ ）

市と 市民が協働し て安心し て住み続けら れるまちをつく る。

家族形態の変化によ る 核家族化の進展は、 近所付き 合いの希薄化など 地域課題の１ つと なっ て

います。

まち づく り を 支える 基礎・ 土台と し て、 防犯・ 防災活動や高齢者支援活動等、 幅広く 行われて

いる地域活動や市民活動などに対し 支援を 行います。

施策

3

総合戦略事業

地区振興協議会運営費交付事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 4 1 ページ

ふるさ と 納税を 活用し た地区交付金の支給 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 4 1 ページ

一般コ ミ ュ ニティ 助成事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 4 1 ページ

数値目標 基準値 目標値

区（ 自治会） の加入率 6 3 .2 8 ％（ Ｒ ２ ） 7 0 ％（ Ｒ ７ ）

ふるさ と 納税を活用し た地区交付金支給額 3 7 7 ,0 0 0 円（ Ｒ １ ） 6 0 0 ,0 0 0 円（ Ｒ ７ ）

件 件
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快適な住まいの場を提供し 、 新たな定住者を迎え入れる。

新型コ ロ ナウイ ルス感染症によ る 生活様式の変化によ り 、 住居地選定の要件が首都近郊と いう

「 利便性」 から 地方の「 安全安心」 へのシフ ト がはじ まり 、またリ モート ワーク も 拡大し ています。

こ のよう な流れに乗り 遅れる こ と なく 、 本市への移住・ 定住者を 支援する取組みを 行います。

施策

4

総合戦略事業

住宅地形成推進事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8 0 ページ

空家等対策事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9 7 ページ

数値目標 基準値 目標値

空家 9 5 0 件（ Ｒ ２ ） 現状維持（ Ｒ ７ ）

転入者数 2 ,9 8 5 人（ Ｒ １ ） 3 ,3 0 0 人（ Ｒ ７ ）

　



1 5 3

前
期
基
本
計
画

第
８
章
　
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略

し ごと づく り 　 fo r Jo b  Crea tio n4

～地域に雇用を創出し 働き やすい環境を整える～

　 人口の社会増減を 改善する ためには、 移住・ 定住はも と よ り 、 現在、 市に住んでいる 人が、 住

み続けていく こ と が重要であり 、 そのためには、 本市を 中心と し たこ の地域に安定し た経済基盤

を 築く こ と が必要です。

　 そのため “地域に雇用を 創出し 、 働き やすい環境を 整える ”を スローガンに掲げ、 以下の４ つの

施策を 推進し ます。

基本
目標

数値目標 基準値 目標値

仕事や余暇を 過ご すな ど 生活する 上で、

東金市が「 暮ら し やすい」 と 感じ ている

市民の割合

―　（ Ｒ １ ） 6 0 ％（ Ｒ ７ ）

豊かな地域資源の活用や新技術の導入により 、 時代が求める産業を 
地域から 生み出す。

本市は森林資源が豊かな丘陵部と 農業の基礎資源である 農地が広がる 平野部があり 、 緑豊かな

生活環境は、 第一次産業の基盤と なっ ています。

地産地消や食の安全への関心が高まる 中、「 道の駅みのり の郷東金」 を 拠点と し た市内農産物や

加工品の生産・ 販売を 促進し ます。

また森林環境譲与税を 活用し 、 森林整備の促進によ り 林業を 行いやすい環境を 整え、 市民が憩

いと 安ら ぎの場と し て享受でき る 空間を つく り ます。

施策

1

総合戦略事業

６ 次産業化推進事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 8 ページ

公共施設における 木材利用の推進 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 9 ページ

数値目標 基準値 目標値

みのり の郷東金農業者市内出荷者数 1 2 8 人（ Ｒ １ ） 1 3 4 人（ Ｒ ７ ）

公共施設における 県産材の利用施設 ―　（ Ｒ １ ） ５ 施設（ Ｒ ７ ）

　

37.2％
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人の流れを促し 雇用を創出する新たな産業の導入・ 育成を図る。

地域の安定し た雇用は、 移住定住はも と よ り 、 結婚や出産・ 子育てにも 大き な影響を 及ぼすため、

若い世代が働き たく なるよ う な雇用の創出に努めます。

また学生に人気がある 業種や、 知名度の高い店舗の誘致など、 学園都市の特性を 活かし たまち

づく り を 進めると と も に、 企業や店舗が進出し やすい環境整備を 進めます。

施策

2

総合戦略事業

企業誘致推進事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 5 ページ

産業用地整備事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 5 ページ

スマート イ ン タ ーチェ ン ジ整備事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 5 ページ

数値目標 基準値 目標値

新規企業立地数 ―　（ Ｒ １ ） 1 0 社（ Ｒ ７ ）

　

多様な選択肢が可能と なるよう な生活と 仕事の両立に向けた取組みを
進める。

人口の自然増減・ 社会増減の改善を 図っ ていく ため、 男女と も に子ども を 生み育てながら 、 お

互いにキャ リ アアッ プし ていける「 仕事と 生活の調和（ ワーク ラ イ フ バラ ン ス）」 のと れた社会を

目指し ます。

施策

3

総合戦略事業

放課後児童健全育成事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5 2 ページ

保育所・ 認定こ ども 園運営事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5 5 ページ

男女共同参画プラ ン推進事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  1 3 3 ページ

数値目標 基準値 目標値

待機児童の解消 1 4 人（ Ｒ ２ ） ０ 人（ Ｒ ７ ）

学童ク ラ ブ入所待機児童数 ５ 人（ Ｒ ２ ） ０ 人（ Ｒ ７ ）
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ニーズが高い健康・ 福祉部門を充実さ せながら 雇用を創出する。

高齢化の進展に伴い、 ますます需要が高まる 健康福祉や介護部門の職種に対応でき る 人材の育

成に取り 組んでいき ます。

そのため、 当地域の医療拠点である 東千葉メ ディ カ ルセン タ ーにおいて不足し ている 看護職の

確保に取り 組むため、 城西国際大学と 連携し 、 看護師を 目指す学生に対し 奨学金の支給など の支

援を 行います。

施策

4

総合戦略事業

医療セン タ ー推進事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  1 0 3 ページ

看護師確保事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  1 0 3 ページ

介護保険給付事業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  1 0 7 ページ

数値目標 基準値 目標値

看護師確保数 2 0 人（ Ｒ ２ ） 2 0 人（ Ｒ ７ ）

介護サービス施設数 1 9 施設（ Ｒ ２ ） 2 1 施設（ Ｒ ７ ）
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き ずなづく り 　 fo r Friend sh ip5

～地域間の連携を目指し て～

　 少子高齢化や人口減少によ る 社会課題の多様化と 、 対応する 人材が不足する 中において、 持続

可能な社会を 維持・ 発展し ていく ためには、 市が単独で行う のではなく 、 地域間で連携し た広域

的な視点での取組みが必要と なっ てき ます。

　 また、消防や上水道などの広域行政のほか、地域医療の枠組みにおいても 連携を 進めていき ます。

そのため “地域間の連携を 目指し て ”を スローガン に掲げ、 以下の２ つの施策を 推進し ます。

基本
目標

数値目標 基準値 目標値

近隣市町と の連携が進んで いる と 感じ て

いる市民の割合
1 5 .6 ％（ Ｒ １ ） 5 0 ％（ Ｒ ７ ）

と も に生活する地域がひと つになり 、 水準を落と さ ずに効率的に運営
する。

平成 2 6 年４ 月に開院し た東千葉メ ディ カ ルセン タ ーは、 山武・ 長生・ 夷隅医療圏において、

唯一の三次救命救急セン タ ーを 有する 病院であり 、 地域医療の拠点と し て重要な役割を 担っ てお

り ます。

こ のよ う な地域住民が安心し て生活し ていく 上で必要不可欠な医療を 提供する ため、 持続可能

な経営体制の構築を 目指し ます。

施策

1

総合戦略事業

医療セン タ ー推進事業　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   1 0 3 ページ

数値目標 基準値 目標値

地域中核病院の東千葉メ デ ィ カ ルセ ン

タ ーを 中心と し た医療体制に満足し てい

る 市民の割合

5 6 .9 ％（ Ｒ １ ） 6 0 ％（ Ｒ ７ ）
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便利で快適、 安心・ 安全な暮ら し を確保する地域のつながり と 絆を 
深める。

九十九里地域やち ば共創都市圏と いっ たスケールメ リ ッ ト を 活かし 、 地域の魅力を 発信する と

と も に、 広域での観光、 移住定住、 就業支援などの取組みを 進めます。

また、 市民満足度の低い公共交通の面では、 デマン ド タ ク シーや循環バスなど の相互乗り 入れ

の協議を 進め、 実現を 目指し ます。

施策

2

総合戦略事業

観光関係機関支援事業　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  7 3 ページ

総合交通計画推進事業　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  8 6 ページ

ち ば共創都市圏広域連携事業　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   1 3 4 ページ

数値目標 基準値 目標値

九十九里地域で連携し た観光イ ベン ト の

開催
５ 回（ Ｒ １ ） 1 0 回（ Ｒ ７ ）

公共交通に満足し ている 市民の割合 3 3 .4 ％（ Ｒ １ ） 4 0 ％（ Ｒ ７ ）




